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β－カロテン補給によるがんのリスク

胃がんリスク(中国一般住民） 全がんリスク(米国医師）

肺がんリスク(フィンランド喫煙者） 肺がんリスク(米国喫煙者）

15 mg

0.79

25 mg

0.98

20 mg

1.18

30 mg

1.28



まとめ

野菜・果物によるがん予防効果については、
がんの部位により異なり、また、必ずしも
確立した関係ではない。

しかしながら、
がん予防を含むトータルな疾病予防の観点
から、野菜・果物を多く摂る食生活は推奨
されるものと考える。

IARC 2003


